
　「
Ｄ
Ｊ
ポ
リ
ス
」を
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
。
サ
ッ

カ
ー
日
本
代
表
が
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
出
場
を
決
め
た

６
月
４
日
の
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
戦
終
了
後
の
東
京
・

渋
谷
で
若
者
た
ち
の
警
備

誘
導
に
あ
た
っ
た
警
視

庁
・
第
９
機
動
隊
広
報
係
の
隊
員
を
称

賛
し
て
命
名
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
▼
興

奮
冷
め
や
ら
ず
高
揚
す
る
若
者
た
ち
に

「
私
た
ち
も
気
持
ち
は
同
じ
で
す
。皆
さ

ん
と
同
じ
チ
ー
ム
メ
イ
ト
で
す
」と
呼

び
か
け
て
い
る
。
朝
日
新
聞
の
天
声
人

語
で
は『
集
う
人
々
を
警
備
の
対
象
と

し
て
だ
け
見
る
の
で
は
な
い
。
喜
び
と

高
揚
を
と
も
に
感
じ
て
い
る
同
じ
人
間

と
し
て
協
力
を
求
め
る
。
理
よ
り
情
へ

の
訴
え
が
、
共
鳴
を
呼
び
起
こ
し
た
と

も
思
え
る
』と
表
現
し
て
い
る
▼
私
た

ち
福
祉
の
世
界
で
も
同
じ
こ
と
が
言
え

る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
。
社
会
的

弱
者
と
か
生
活
困
窮
者
な
ど
、
私
た
ち

が
向
き
合
う
人
々
に
様
々
な
表
現
が
用

い
ら
れ
る
が
、
そ
の
人
た
ち
を
一
方
的

に
支
援
の
対
象
と
し
て
だ
け
見
る
の
で

は
な
く
、と
も
に
同
じ
時
代
を
生
き
、暮

ら
し
て
い
る
仲
間
と
し
て
認
め
合
う
こ

と
か
ら
関
係
が
始
ま
る
の
だ
ろ
う
▼
そ

ん
な
当
た
り
前
の
こ
と
を
今
更
…
と
思

う
な
か
れ
。
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に

上
か
ら
目
線
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

 

（
Ｎ
Ｋ
）
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ろ
う
重
複
障
害
者
の

生
活
介
護
・
施
設
入
所
支
援
を

行
う
全
国
で
初
め
て
の
施
設

　
京
都
市
内
か
ら
車
で
約
２
時

間
。
聴
覚
障
害
と
他
の
障
害
を

有
す
る「
ろ
う
重
複
障
害
者
」を

対
象
と
し
た
全
国
初
の
生
活
介

護
・
施
設
入
所
支
援
を
行
う
施

設「
い
こ
い
の
村
聴
覚
言
語
障
害

セ
ン
タ
ー
（
生
活
介
護
・
施
設
入

所
支
援
）」は
１
９
８
２
年
に
創
設
。

美
し
い
里
山
風
景
が
広
が
る
綾
部

市
口
上
林
地
区
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
ケ
ア
ホ
ー
ム

や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
も
併
設
す

る
府
北
部
の
福
祉
拠
点
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
昨
年

４
月
、そ
れ
ら
の
１
部
門
と
し
て
地

域
交
流
施
設「
た
か
ら
の
里
」が
元

保
育
園
の
建
物
を
活
用
し
、
中
上

聴
覚
障
害
者
へ
の
理
解
や
聴
覚
障
害
者
が
働
く
施
設
と
地
域
と
の
関

わ
り
方
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が
あ
り
ま
す
。そ
の
よ
う
な
中
、さ

ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
し
、
住
民
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
施
設
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
綾
部
市
中
上
林

地
区
の「
い
こ
い
の
村
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
た
か
ら
の
里（
以
下
、
た

か
ら
の
里
）」を
訪
れ
、
施
設
と
地
域
と
の
関
わ
り
、
そ
し
て
施
設
で
働
く
、

ろ
う
重
複
障
害
を
持
つ
人
々
の
挑
戦
を
取
材
し
ま
し
た
。
綾
部
市
上
林
地

区
は
口
上
林
、
中
上
林
、
奥
上
林
の
３
つ
の
地
区
か
ら
構
成
さ
れ
、
綾
部

市
の
面
積
の
約
３
分
の
２
近
く
を
占
め
て
い
ま
す
。

リ
が
つ
い
た
」と
力
強
く
話
さ
れ

ま
し
た
。
こ
う
し
た
交
流
の
機
会

が
、
聴
覚
障
害
者
の
方
々
へ
の
理

解
だ
け
で
な
く
、
施
設
を
利
用
す

る
彼
ら
の
暮
ら
し
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。

〝
仕
事
意
識
〞の
変
化
に

期
待
す
る
こ
と

　
た
か
ら
の
里
が
オ
ー
プ
ン
し
て

１
年
が
経
ち
、
地
域
在
住
の
芸
術

生
を
選
択
で
き
る
社
会
に
な
ら
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
も
っ
と
地

域
の
受
け
皿
が
整
備
さ
れ
な
い
と
。

そ
う
し
た
取
り
組
み
を
、
私
は
多

く
の
方
々
と
一
緒
に
頑
張
ら
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
ん

で
す
」と
、木
村
さ
ん
は
力
強
く
話

し
ま
す
。

　
地
域
に
根
ざ
し
、
地
域
に
開
か

れ
た
施
設
を
拠
点
に
、
先
進
的
な

事
業
展
開
に
挑
戦
し
て
い
く
同
セ

ン
タ
ー
。
次
な
る
ス

テ
ッ
プ
に
注
目
が
集
ま

り
ま
す
。

地
域
に
開
か
れ
た
地
域
交
流
施
設 

た
か
ら
の
里  

〜
ろ
う
重
複
障
害
者
の
挑
戦
を
通
し
て
〜

林
地
区
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

手
話
を
ツ
ー
ル
に

地
域
の
人
々
と
の
交
流

　
た
か
ら
の
里
で
は
、
石
窯
で
焼

い
た
パ
ン
の
販
売
の
ほ
か
、
自
家

製
野
菜
な
ど
を
使
っ
た
石
窯
ピ
ザ

の
ラ
ン
チ
な
ど
を
多
く
の
方
々
に

提
供
し
て
い
ま
す
。こ
こ
で
は
、同

セ
ン
タ
ー
の「
栗
の
木
寮
」で
農
作

物
な
ど
を
育
て
て
い
る『
仲
間
』が
、

パ
ン
の
袋
詰
め
や
接
客
を
担
当
。

ま
た
、
近
隣
の
農
産
物
直
売
所
へ

の
石
窯
パ
ン
の
配
達
も
彼
ら
の
大

切
な
仕
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ち

な
み
に
、
国
産
小
麦
を
１
０
０
％

使
用
し
た
石
窯
パ
ン
は
大
好
評
で
、

即
日
売
り
切
れ
る
こ
と
も
あ
る
と

か
。

　
ピ
ザ
・
パ
ン
作
り
体
験
、
農
業

体
験
、
企
業
や
学
校
な
ど
の
施
設

見
学
も
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
今
年
６
月
に
は
、
生
活
協
同

組
合
の
食
育
活
動
に
取
り
組
む
親

子
20
人
を
受
け
入
れ
、
栗
の
木
寮

の
農
業
班
が
丹
精
込
め
て
作
っ
た

玉
ね
ぎ
の
収
穫
を
仲
間
が
手
話
を

使
っ
て
指
導
。
続
い
て
、
自
慢
の

石
窯
で
は
ケ
ア
ハ
ウ
ス「
コ
ス
モ

ス
寮
」か
ら
通
っ
て
い
る
２
人
の

仲
間
が
美
味
し
そ
う
な
ピ
ザ
を
焼

き
上
げ
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
に
ピ
ザ
体
験
指
導

と
歓
迎
の
手
話
ダ
ン
ス
を
披
露
し

た
仲
間
の
ひ
と
り
、
小
畑
一
さ
ん

は「
子
ど
も
た
ち
に〝
お
は
よ
う
〞

〝
た
ま
ね
ぎ
〞〝
あ
り
が
と
う
〞の
手

話
を
教
え
た
ら
、
す
ぐ
に
覚
え
て

く
れ
て
嬉
し
か
っ
た
」と
手
話
を

使
っ
て
当
日
の
様
子
を
語
っ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
小
畑
さ

ん
は
栗
の
木
寮
か
ら
路
線
バ
ス
に

乗
っ
て
、
た
か
ら
の
里
に
通
勤
し

て
い
る
と
い
い
、「
生
活
に
メ
リ
ハ

家
が
個
展
を
開
催
し
た
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
が
行
事
を
開
い
た

り
と
地
域
に
少
し
ず
つ
溶
け
込
ん

で
い
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
今
後

も
気
軽
に
地
域
の
方
々
に
た
か
ら

の
里
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
の
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
ら
の
小

さ
な
活
動
の
積
み
重
ね
が
、
施
設

が
地
域
の
方
々
と
共
生
す
る
こ
と

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、地
域
と
の〝
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
〞も
活
発
化
し
て
い
ま
す
。

奥
上
林
地
区
に
あ
る「
あ
や
べ
温

泉
」で
は
今
年
４
月
、綾
部
名
物
の

上
林
地
鶏
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

ご
当
地
バ
ー
ガ
ー
の
販
売
を
開
始

し
ま
し
た
。
こ
の
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー

の
バ
ン
ズ
に
、
た
か
ら
の
里
の
特

注
石
窯
パ
ン
が
使
わ
れ
て
い
る
の

で
す
。
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
を
食
べ
た

人
の
間
で
そ
の
美
味
し
さ
が
口
コ

ミ
で
広
が
り
、
近
く
に
あ
る
温
泉

に
入
っ
た
後
、
パ
ン
を
購
入
す
る

た
め
に
た
か
ら
の
里
に
立
ち
寄
る

人
も
あ
る
と
い
い
ま
す
。

　
そ
れ
ら
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

た
か
ら
の
里
で
働
く
仲
間
の
意
識

に
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
を
及
ぼ
し
ま

し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
職
員
で
栗
の

木
寮
部
長
の
木
村
公
之
さ
ん
は
、

「
人
と
の
ふ
れ
あ
い
や
接
客
す
る

機
会
が
増
え
、
男
性
も
女
性
も
ま

ず
身
だ
し
な
み
に
気
を
つ
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」と
振
り
返
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
店
舗
と
し
て
の

売
上
目
標
を
設
定
し
、
シ
ビ
ア
に

数
字
を
追
い
か
け
る
こ
と
で
、〝
仕

事
〞に
対
す
る
意
識
の
変
化
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
か
。「
現

在
は
ま
だ
、
彼
ら
は
パ
ン
の
製
造

そ
の
も
の
に
は
関
わ
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
い
ず
れ
生
地
を
担
当
す
る

と
い
っ
た
シ
ス
テ
ム
に
す
る
つ
も

り
で
す
。
そ
れ
で
彼
ら
の
給
料
が

ア
ッ
プ
す
れ
ば
や
り
が
い
に
な
る

し
、
他
の
仲
間
の
励
み
に
つ
な
が

る
の
で
は
」と
木
村
さ
ん
。

　
今
後
は
た
か
ら
の
里
の
空
き
部

屋
に
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、

よ
り
多
く
の
方
々
に
利
用
い
た
だ

け
る
よ
う
に
地
域
に
開
放
す
る
計

画
も
あ
る
そ
う
で
、
無
限
に
広
が

る
可
能
性
に
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

地
域
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
強
化

を
リ
ー
ド

　
一
方
で
、
深
刻
な
問
題
に
直
面

し
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。
30
年

前
の
開
所
以
来
、
栗
の
木
寮
が
農

閑
期
に
取
り
組
ん
で
き
た
名
物
の

「
し
め
な
わ
づ
く
り
」は
、
仲
間
の

〝
高
齢
化
〞を
理
由
に
昨
年
度
で
終

了
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
本
来
は

生
活
お
よ
び
労
働
を
す
る
場
で

あ
っ
て
、「
終
の
棲
家
」で
は
な
い

と
は
い
え
、
現
実
的
に
は
、
高
齢

者
の
仲
間
が
こ
う
し
た
障
害
者
施

設
か
ら
地
域
で
の
暮
ら
し
に
移
行

す
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
同
セ
ン
タ
ー
で
も
、
入
所
者

の
高
齢
化
問
題
の
解
決
に
向
け
て

ど
う
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
か
が
課
題

に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
そ
の
中
で
、
ケ
ア
ホ
ー
ム
か
ら

ア
パ
ー
ト
暮
ら
し
に
移
っ
た
仲
間
、

そ
こ
か
ら
い
こ
い
の
村
に
通
う
仲

間
も
出
て
き
た
と
い
い
ま
す
。
そ

の
裏
に
は
、
木
村
さ
ん
た
ち
職
員

の
継
続
的
な
サ
ポ
ー
ト
が
あ
り
ま

し
た
。「
彼
ら
の
よ
う
に
自
分
の
人

たからの里正面玄関
石窯ピザ

木村部長の説明

小畑さんに話を聞きました

たからの里

黒谷和紙
工芸の里

いこいの村

あやべ温泉

綾部 IC

綾部市睦合町前田22-1
TEL/FAX 0773-21-4166
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テ
ー
マ
①  

孤
立
を
見
逃
さ
な
い

地
域
づ
く
り

 
テ
ー
マ
⑤  

自
立
し
た
生
活
を
支
援

す
る
絆
ネ
ッ
ト
の
推
進

●「
高
齢
者
見
守
り
活
動
強
化
事

業
」と
し
て
、
25
市
町
村
で
社
協
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
３
９
８
団
体
が
５
３
９

事
業
を
実
施
。

●「
き
ょ
う
と
地
域
福
祉
活
動
実

践
交
流
会
Ｉ
Ｎ
綾
部
」を
市
町
村

社
協
連
合
会
、
綾
部
市
社
協
、
北

部
８
社
協
と
共
催
実
施（
４
分
科

会
、
参
加
者
６
０
０
人
）。

●「
絆
ネ
ッ
ト
」を
推
進
す
る
た
め
、

府
内
各
地
の
見
守
り
事
例
等
を
収

集
し
、
冊
子『
地
域
の
力
』を
発
行
、

ス
の
質
や
量
」に
関
す
る
も
の
が

多
い
。

●
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業

の
適
正
実
施
を
監
視
・
助
言
す
る

た
め
、
14
市
区
町
村
社
協
の
実
地

調
査
を
実
施
。

❖ 

介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者

評
価
等
支
援
機
構（
事
務
局
受

託
）

●
受
診
件
数
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

分
野
１
７
０
件（
前
年
度
比
12
・

６
％
増
）、福
祉
サ
ー
ビ
ス
分
野
46

件（
前
年
度
比
増
減
な
し
）の
合
計

２
１
６
件（
前
年
比
９
・
６
％
増
）。

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
行
い
、
新
た
に
受
診
事
業

所
の「
エ
リ
ア
マ
ッ
プ
」を
作
成
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ク
セ
ス
件
数

は
３
０
３
８
５
件
。

 

テ
ー
マ
④  

福
祉
人
材
の

確
保
・
定
着
・
育
成

●
福
祉
人
材
無
料
職
業
紹
介
事
業

で
は
、
求
人
登
録
数
６
８
１
１

人
、
求
職
登
録
者
数
２
３
３
３
人
、

京都府社会福祉協議会では、平成24年度からの３年間に取り組む「第３次中期計画」に基づき、平成24年度は
その初年度として事業を推進しました。この計画に掲げた５つのアクションプランのテーマに沿って実施し
た重点事業を中心に、その概要と特徴をご報告します。

京都府社会福祉協議会事業報告平成
24年度

ま
た
住
民
と
協
働
す
る
ワ
ー
カ
ー

研
修
を
実
施
。

●
在
宅
高
齢
者
等
の
電
力
弱
者
支

援
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
調
整
及

び
活
動
集
約（
実
施
主
体
は
市
町

村
社
協
連
合
会
、
25
市
町
村
で
社

協
・
民
協
の
連
携
で
実
施
）。

●
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
見
直
し

策
定（
５
箇
所
）に
助
言
、
情
報
提

供
。
策
定
率
は
76
％
。

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク
実
践
研

究
会（
ケ
ー
ス
メ
ソ
ッ
ド
編
・
社
会

調
査
編
）を
開
催
、実
践
力
を
強
化
。

●
京
都
府
南
部
豪
雨
災
害
に
際
し

て
、
宇
治
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
へ
の
支
援
・
調
整（
市
町

村
社
協
職
員
延
べ
１
１
１
人
、
府

社
協
職
員
延
べ
78
人
、
応
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
各
地
か
ら
３
２
０
０
人

超
）。

 

テ
ー
マ
②  

生
活
困
窮
者
等
の

自
己
実
現
と
自
立
支
援

●
生
活
福
祉
資
金
及
び
臨
時
特
例

つ
な
ぎ
資
金
の
貸
付
総
件
数
は
、

２
５
８
３
件（
前
年
度
３
２
０
３

件
と
前
年
度
よ
り
減
少
。

●
総
合
支
援
資
金
の
貸
付
が
減
少

し
、
福
祉
、
教
育
支
援
資
金
が
増

加
。

●
償
還
促
進
方
針
、
貸
付
制
度
運

用
方
針
を
新
た
に
策
定
し
、
社

協
・
民
協
と
連
携
推
進
し
た
結
果
、

福
祉
資
金
・
教
育
支
援
資
金
の
現

年
度
償
還
率
は
、
前
年
度
の
63
・

８
％
か
ら
66
・
１
％
に
上
昇
。

●
生
活
困
窮
者
等
へ
の
自
立
支
援

を
目
指
す
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

を
推
進
。

 

テ
ー
マ
③  

府
民
の
生
活
を
支
え
る

権
利
擁
護

❖  

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業

（
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
）

●
新
規
利
用
者
数
は
１
６
０
名
、

延
べ
利
用
者
数
は
１
０
９
４
名
で
、

前
年
度
比
14
％
増
。

●
利
用
契
約
者
の
９
割
を
生
活
保

護
世
帯
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
が

占
め
て
お
り
、
利
用
者
の
増
加
に

伴
っ
て
、
相
談
・
連
絡
調
整
業
務

が
大
き
く
増
大
。

❖  

運
営
適
正
化
委
員
会
事
業
・
苦

情
件
数
は
１
１
３
件（
前
年
度

比
84
％
）、問
合
せ
件
数
は
79
件

（
前
年
度
比
58
％
）

●
相
対
的
に
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

に
か
か
る
苦
情
が
多
く
、
苦
情
内

容
で
は「
職
員
の
接
遇
」「
サ
ー
ビ

５
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に

基
づ
く
重
点
事
業

就職フェアの様子

府内各地の見守り事例を漫画で紹介

あ
っ
せ
ん
数
６
４
１
人
、
成
立

２
２
５
人
。

●
福
祉
職
場
就
職
フ
ェ
ア
で
は
、

計
８
回
の
開
催
で
、
２
７
５
人
の

方
が
内
定
。

●
府
内
各
大
学
等
で
、
福
祉
職
場

の
魅
力
等
を
説
明
す
る
ガ
イ
ダ
ン

ス
を
年
17
回
実
施
し
、
延
５
５
１

人
が
参
加
。

●
福
祉
人
材
の
資
質
向
上
と
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
確
保
を
目
指
し
、
社

会
福
祉
研
修
を
32
コ
ー
ス
、
延

１
３
４
日
開
催
し
、
４
０
４
１
人

が
受
講
。

そ
の
他
の
主
な
事
業

❖ 

災
害
時
に
向
け
た
広
域
的
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
推
進

●
平
成
24
年
８
月
の
京
都
府
南
部

豪
雨
災
害
に
際
し
て
、
宇
治
市
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
資

器
材
整
備
、
ス
タ
ッ
フ
派
遣
等
の

後
方
支
援
を
実
施
。

●
新
た
な
研
修
テ
キ
ス
ト
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
作
成
。

●
京
都
府
災
害
時
要
配
慮
者
避
難

支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
参
画
。（
平

成
25
年
３
月
設
立
／
事
務
局
を
担

当
）

❖ 

企
業
・
経
済
界
と
の
連
携

●
京
都
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
協
議
会
へ
の

参
画
と
企
業
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
協
働

フ
ェ
ス
タ
へ
の
出
展
等
。

❖  

福
祉
課
題
の
調
査
・
研
究
・
提

言
●「
福
祉
・
介
護
事
業
所
の
経
営
実

態
と
労
働
環
境
調
査
」や「
高
齢
者

等
へ
の
見
守
り
や
支
援
活
動
に
関

す
る
調
査
」の
実
施
。

経常収入 決算額 構成比
補助･委託金収入 355,482,693 76.1%
会費収入 14,821,400 3.2%
寄付金収入 1,712,380 0.4%
共同募金配分金 9,233,320 2.0%
事業収入 66,250,458 14.2%
預金利子 10,102,628 2.2%
その他 7,564,246 1.6%
その他財務収入 2,042,014 0.4%
総計 467,209,139

経常支出 決算額 構成比
人件費 156,727,991 34.1%
事務的経費
（印刷費・通信費など） 8,358,604 1.8%

地域福祉・ボランティア
振興関係事業費 22,500,000 4.9%

共同募金配分金事業費 10,165,506 2.2%
介護・福祉サービス等利
用者支援関係事業費 77,933,290 17.0%

福祉人材養成関係事業費 133,835,403 29.1%
その他の事業費 37,739,747 8.2%
全社協負担金 2,352,000 0.5%
その他財務支出 10,074,024 2.2%
総計 459,686,565

※民間社会福祉施設整備資金貸付事業にかかる収支等を除く実質的な収支

◆◆◆平成24年度決算の概況（一般会計）◆◆◆

第三次中期計画
（2012～ 2014）の体系

基本理念
京都府社協は、すべての人が尊厳のあ
る生活を送ることができるよう‶安心
と希望の持てる支え合いの京都”の実
現をめざします。

３つの使命（キーワード）
1.尊厳　2.連帯・支え合い　3.協働

６つの役割
1.市町村社協への支援
2.社会福祉施設・事業所への支援
3.利用者・府民の権利擁護
4. 福祉人材の確保・定着・資質向上と
サービスの質の確保

5.ネットワークの構築・協働
6.福祉課題の調査・研究・提言

５つのアクションプラン（テーマ）
1.孤立を見逃さない地域づくり
2.生活困窮者等の自己実現と自立支援
3.府民の生活を支える権利擁護
4.福祉人材の確保・定着・育成
5. 自立した生活を支える「絆ネット」の
推進（地域包括ケア・生活支援サービ
スの充実）

２つの基盤強化
1.組織基盤の強化
2.財政基盤の強化

補助･委託金収入
76.1%

人件費
34.1%

事務的経費
（印刷費・
通信費など）
1.8%

地域福祉・
ボランティア
振興関係事業費
4.9%
共同募金配分金
事業費
2.2%

介護・福祉サービス等
利用者支援関係事業費
17.0%

福祉人材
養成関係
事業費
29.1%

その他の事業費
8.2% 全社協負担金

0.5%

その他財務支出
2.2%

会費収入
3.2%

寄付金収入
0.4%

共同募金
配分金
2.0%

事業収入
14.2%

預金利子
2.2%

その他
1.6%

その他
財務収入
0.4%

経常収入内訳

経常支出内訳

孤
立
し
が
ち
な
人
と
の〈
つ
な
が
り
〉活

動
を
広
げ
、
小
地
域
福
祉
活
動
や
サ
ロ

ン
、
地
域
の
幅
広
い
関
係
者
等
に
よ
る

「
絆
ネ
ッ
ト
」を
市
町
村
社
協
と
協
働
し

て
推
進
し
ま
し
た
。

生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
を
中
心
に
、

生
活
困
窮
者
の
経
済
的
生
活
支
援
及
び

就
労
へ
の
橋
渡
し
を
柱
と
し
た
事
業
を

展
開
し
ま
し
た
。

情
報
が
届
き
に
く
い
人
へ
の
的
確
な
情

報
提
供
、
生
活
を
総
合
的
に
支
え
る
取

り
組
み
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
か
ら

の
苦
情
対
応
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者

へ
の
啓
発
等
を
推
進
し
ま
し
た
。

福
祉
・
介
護
現
場
の
人
材
確
保
に
つ
い

て
、
国
の
緊
急
雇
用
対
策
、
府
の
人
材

確
保
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
従
来
事
業
の

充
実
と
と
も
に
、
新
規
事
業
を
旺
盛
に

展
開
し
ま
し
た
。
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　「
子
ど
も
が
好
き
」と
い
う
理
由
で

選
ん
だ
保
育
士
の
仕
事
…
こ
の
園
に

勤
め
て
早
15
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　
無
我
夢
中
で
一
日
一
日
を
過
ご
し

た
日
々
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
た

日
々
、
自
分
の
保
育
観
が
確
立
し
実

践
し
た
日
々
…
と
、
振
り
返
れ
ば

様
々
な
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
主
任
と
い
う
立
場
に
な
っ
て
か
ら

は
、
園
外
に
出
る
機
会
も
多
く
な
り
、

他
園
の
先
生
方
と
の
関
わ
り
や
様
々

な
活
動
を
通
し
て
、
保
育
士
の
役
割

の
幅
広
さ
を
改
め
て
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
自
分
よ
り
も
は

る
か
に
経
験
豊
か
な
先
生
方
と
ご
一

緒
さ
せ
て
頂
く
こ
と
も
多
く
、
程
よ

い
緊
張
感
を
抱
き
な
が
ら
、
保
育
士

と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
人
と

し
て
、
ま
た
人
と
し
て
大
切
な
こ
と

を
教
え
て
頂
い
て
い
ま
す
。
自
分
の

勤
め
る
園
内
か
ら
一
歩
外
に
出
る
こ

と
は
、
様
々
な
気
づ
き
・
学
び
に
つ

な
が
り
ま
す
。
与
え
ら
れ
た

役
割
を
一
生
懸
命
務
め
な
が

ら
、
よ
り
多
く
の
こ
と
を
吸

収
し
、
自
分
自
身
を
高
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
毎
日
の
子
ど
も
た
ち
と
の

関
わ
り
は
、
喜
怒
哀
楽
が
豊

か
で
、
本
当
に
楽
し
い
も
の

で
す
。
日
々
の
子
ど
も
た
ち

の
成
長
・
変
化
に
や
り
が
い

を
感
じ
な
が
ら
も
、
一
方
で
、

思
い
悩
み
、
戸
惑
い
、
難
し

さ
を
感
じ
る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。

様
々
な
思
い
を
重
ね
な
が
ら
も
、
そ

れ
以
上
に
子
ど
も
た
ち
か
ら
返
し
て

も
ら
え
る
物
が
大
き
い
か
ら
こ
そ
、

そ
れ
が
ま
た
パ
ワ
ー
と
な
り
、
が
ん

ば
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
か
わ
い
い
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

過
ご
せ
る
日
々
に
感
謝
し
な
が
ら
、

「
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
」を
モ
ッ

ト
ー
に
、
こ
れ
か
ら
も
よ
り
良
い
保

育
を
目
指
し
て
励
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

●さわなかあきこ
施　設　名：社会福祉法人イエス団　野の百合保育園
事業所住所：京都市伏見区向島二ノ丸町151
TEL.075-622-8545
職　　　種：主任保育士
経 験 年 数：15年
▶好きな言葉：  道は自分でつくる　道は自分でひらく

人のつくったものは自分の道にはならない
▶好きなこと：ガーデニング

澤中 明子さん

夢中！ 熱中！

ふくしびと

一人ひとりを大切に

子
ど
も
た
ち
か
ら
パ
ワ
ー
を
も
ら
って
い
ま
す

だから続けたい この仕事

福祉の現場で働く人た
ちの熱い想

い・メッセージを伝え
るコーナー

です。京都府内で “熱い
福祉”を “夢

中” で実践している方
々にスポッ

トをあてて、元気や楽
しさ、やり

がいを “生” の声でお届
けします。

子どもたちと一
緒に

花壇で子どもた
ちと

ここたん

キャラクター誕生まで
　社協の活動を、子どもから高齢者まで世代を問わず、もっと身
近に感じてもらいたいとの思いからキャラクター制作がスター
トしました。「ふれあい」「つながり」「やさしさ」「京丹波」など
のキーワードが含まれることを条件にキャラクターの原案を職
員から募集し、住民に末永く愛される風貌や表情になるよう何
度も協議し、完成しました。

誕生までの
記録

愛称は、心の“ここ”と京丹波の“たん”で
「ここたん」
　平成24年11月23日、第１回福祉まつりの会場にてキャラク
ター発表を行い、CATVやホームページなどで愛称を募集した
ところ、町内をはじめ、北は岩手・秋田県から、南は長崎・熊
本県まで各地から258通（146名）の応募がありました。選考委
員会では、応募者の住所・氏名・年齢は隠して、公平に選考し、
誰からも覚えてもらいやすく、福祉と京丹波に関連のある愛称
「ここたん」に決定しました。

今後の展開
　現在、町内在住の幼児から小学生を対象に、ここたんのイラス
トを募集しています。どんなここたんが集まるのか楽しみです。

京丹波
町社協

PR隊長

誕生
誕生：2012.11.23
性別： 男の子
好きな食べ物： 黒豆の枝豆
性格：  素直で思いやりがある。顔に似合わず力もち。おじい

ちゃん、おばあちゃんが大好き。
仙
せんにん
人：  京丹波町の自然や文化、歴史など何でも知っている。
困った時はやさしくアドバイスをしてくれる。

プロフィール
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京都府福祉人材・研修センター研修課
TEL.075-252-6296
本会ホームページ「講座・研修・イベン
ト情報」をご覧ください。

2013年度
福祉のプロにおくる職場の
難問解決セミナー

●日時　10月23日（水）
　　　　10:20 ～ 16:00

●会場　ハートピア京都 ３階
　　　　大会議室
●講師　 久田則夫先生
　　　　日本女子大学教授
※ 詳しくは、下記までお問い合わせく
ださい。

京都府福祉人材・研修センター研修課
TEL.075-252-6296
本会ホームページ「講座・研修・イベン
ト情報」をご覧ください。

何でも経営相談
～気になること、困ったこと、お気軽に
お電話ください～

　京都府経営者協議会では、福祉施設
の運営や経営面をサポートするため、
経営指導事業を実施しています。
● 社会福祉法人の新会計基準への移行
はどう進めたらよいか…
● 職員の休暇や休職・復帰の扱いで悩
んでいる
● 法改正に伴う事項、就業規則をどう
見なおせば？
● 利用者（家族）とのトラブル
● 賃金体系を見直したい　など
　その他何でもお気軽に下記までご相
談ください。専門相談員、公認会計士
や社会保険労務士を派遣します。
曜日　毎週月曜日～金曜日
　　　（祝日及び年末・年始除く）
時間　10:00 ～ 16:00
TEL・FAX　075-252-6301

ケアマネジャー受験対策
直前セミナー開催のご案内

受験対策のカリスマ！伊東利洋先生の
「ＩＴＯ方式」を学ぶ！
～必修ポイントを確実に整
理し、合格へ向けラストス
パート～
　受験期には全国を飛び回る「試験対
策のスペシャリスト」が合格点到達の
ためのテクニックを伝授します。
＜一日目＞
日程　9月27日（金）10:00 ～ 16:30
会場　キャンパスプラザ京都
＜二日目＞
日程　10月5日（土）10:00 ～ 16:30
会場　ルビノ京都堀川
●受講料　一日あたり、7,000円
● テキスト　「ケアマネジャー試験確
実合格指南書13年改訂版」
●指導講師　伊東 利洋氏
　（有）いとう総研　取締役
※ 詳しくは、下記までお問い合わせく
ださい。

Information
相談

案内

京都府社会福祉協議会からのお知らせ

京都府社会福祉協議会は社会福祉法に基づき設立された社会福祉法人です。
京都府の地域福祉を推進する民間団体として、「福祉で地域づくり」を合言葉
に、住み慣れた地域でだれもが安心して生活できる、そんなまちづくりをめ
ざしています。ぜひ、「賛助会員」として、本会の活動をご支援ください。

会費額（年額）
● 賛助会員　個人 １口5,000円、法人 １口10,000円　で希望口数 
お問合せ・お申込先
京都府社会福祉協議会　総務部総務課
TEL.075-252-6291 ／ FAX075-252-6310
HPアドレス
http://www.kyoshakyo.or.jp/introduction/introduction4/post-2.html

安心して暮らせる地域づくりのパートナー
京都府社協では賛助会員を募集しています！

研修

　　　　　～市町村社協、民生児童委員、社会福祉施設等と
　　　　　　連携・協働して推進しています～
● 声かけ・訪問活動や居場所づくりの推進事業、見守り活動団体の
ネットワークづくり

● 低所得者、障害者や高齢者の世帯を対象とした生活福祉資金貸付
事業

● 判断能力に不安のある方のお手伝いをする福祉サービス利用援助
事業

● 施設等の福祉サービスに従事する人材の確保・定着・育成　など

＜賛助会員の特典＞
● 京都府社会福祉協議会発行の機関紙「京都の福祉」（年８回発行）を
お送りします。府内の福祉の最新情報がお手元に届きます。

● 全社協出版部発行の福祉図書が割引価格で購入できます。
● 社会福祉大会など本会主催の講演会等のご案内を差し上げます。

重点事業
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● 「京都の福祉」へのご意見、ご感想、とりあげてほしいテーマなどをお寄せください。
表紙の写真も募集中です。（テーマ「笑顔」）

● 本会へのご意見等は、下記URLの「お問合せフォーム」を通じてお寄せください。
http://www.kyoshakyo.or.jp 本紙は、共同募金の配分金に

よってつくられています。
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